
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル 出資子会社による地域農業への貢献

ＪＡ名 赤城たちばな （群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

当ＪＡの出資子会社である「株式会社グリーンファーム赤城たちばな」では、

地域農業の発展や地域貢献を目的とし、ＪＡと連携した各種の取組みを行ってい

ます。 

２ 概要 （１）土壌消毒作業の請負

地域農業者の作業負荷軽減のため、キルパー消毒作業における消毒・被覆

作業２回（想定作業時間６時間）の請負を行っています。

（２）就農支援講座の実習農場としての活用

就農希望者や定年帰農者のバックアップやスキルアップを目的に開催して

いる就農支援講座の実習農場として活用しています。

（３）学校給食向け野菜の栽培

栽培した野菜（主に人参）を、渋川市内の学校給食として供給しています。 

３ 成果 

（効果） 

（１） 今年度開始した事業ですが、利用者からは土壌消毒作業の請負により作業

負荷が軽減されたとの意見を頂いています。

（２） 実際に農場で作業機の操作実習や保守点検作業を行うことにより、座学で

は得られない知識を得ることができる等、就農支援講座の参加者からは高

評価が得られています。

（３） 地元野菜を学校給食に供給することにより、食農教育等にも役立てられて

います。

４ 今後の

予定（課題） 

作業負荷のかかるトマトの選果作業の受託を試験的に開始しました。 

今後も、地域農業の発展に向け、各種の取組みを展開していきます。 

【消毒作業】 【就農支援講座での実習】 


